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新年度予算と東郷診療所をチェックしよう！
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

い込まれました。外来や訪問看護だけの収入で
は病院経営は出来ず、一般会計から多額の繰り
出し金を補填する状態になりました。平成30年
度、医師3名体制が構築され、入院病棟が再開さ
れましたが、患者が増えずに経営は厳しい局面
が続きました。再び医師の退職により2019年
（令和元年）8月から入院病棟は休止となり現在
に至っています。その間、医師確保に努めました
が現状は厳しく、これからの東郷地域の在り方
を検討する中で、病院の運営方針を「病院」から
入院設備なしの「無床診療所」として整備する方
針が示されました。この東郷病院の在り方につ
いては、議員間でも意見が分かれました。

　東郷病院は、東郷町国民保険病院として昭和
49年に現在地に新築移転し、2006年（平成18
年）、日向市との合併で病床30床を有する日向
市内で唯一の公立病院となりました。2009年
（平成21年）3月には、施設の老朽化等により
「東郷病院改革プラン」が策定され、改築に伴
う市民説明会が行われた経緯があります。合併
後に就任した医師の手腕で、平成21年度からは
病院財政は改善し、病院建て替えの計画も実施
設計の段階に来ていましたが、2015年（平成27
年）、医師の退職などから、入院病棟の休止に追

「病院」から「診療所」に条例可決！
　今定例会に提案された、議案第13号「日向市東郷診療所設置及び管理条例」
が議会最終日、賛成11名、反対7名で可決しました。この条例は、今までの東郷
病院を廃止し、新たに「診療所」として、医療機関を設置するものです。

　提案された主な議案は、日向市立東郷病院を廃止し、東郷診療所を設置するための条例制定や、お倉ヶ浜総合公園に
おいて整備してきた第2多目的広場の供用を開始するための条例改正等です。また、コロナウイルスワクチンの接種を実
施するにあたり、安心して接種できる体制をつくるための予算を可決しました。

普通建設事業費を前年並みに確保、
財光寺区画整理事業も十二分に事業執行が出来るなど「選択と集中」で予算配分を行ったとの説明でした。

　新型コロナウイルス感染症がなかなか治まらない中で、令和3年度の当初予算が提案されました。全国的な経済活
動の低迷で、市民の暮らしも厳しい現状を踏まえ、負のスパイラルに陥らない様、普通建設事業費を前年並みに確保、
財光寺区画整理事業も十二分に事業執行が出来るなど「選択と集中」で予算配分を行ったとの説明でした。

　令和3年度の日向市国民健康保険東郷診療所特別会計予算の審査も文教福祉環境委員会の中で行われま
した。歳入の主なものは、繰入金で、診療所運営経費1億4,400万円、訪問介護運営費として2,050万円。
いずれも一般会計からの繰入金です。
　審査の中では、繰入金の積算根拠や、訪問診療体制の考え方や今後の見通し、診療所に配置する医療機器
等の基本構想、訪問看護ステーション化の可能性と課題等に質疑がありました。

　繰入金の積算根拠は必要な経費を積み上げ、収入となる診療報酬を差し引き、不足する金額を繰入金で対
応する。目標としては、令和6年度には繰入金総額を1億円程度に圧縮したいとのことでした。
　訪問看護ステーション化の課題としては、ステーションの責任者がその専任になってしまい、業務の手伝い
ができず、利用する患者さんの負担割合が少し増えることになるとのことでした。

委員会審査で診療所運営費1億4,400万円
訪問看護運営費2,050万円

コロナ禍、市民の安全・安心を守る
当初予算が決まりました

令和３年度の当初予算は、298億7,000万円です。令和２年度の
当初予算と比較すると、2.6％増額しており、７億７,000万円の増額
となりました。令和３年度当初予算事業の骨格は、今年の２月臨時議
会で可決した、「第２次日向市総合計画・後期基本計画」にのっとり、
総合計画に掲げてある６つの基本目標の具体的な事業を核とした予
算となっています。

新年度予算をチェックしよう！東郷診療所をチェックしよう！

見直された事業新規・継続事業

これまでの経緯をチェックしよう！

診療所の運営費は？

質疑の回答は

予算編成の考え方は

限りある予算の使い道。議会は今後、こんなところに注目していきます！

298億7,000万円298億7,000万円
一般会計予算一般会計予算

可
決

　コロナ禍での市民の安心と安全を確保するための新規・継続事業と、重要な事業を維持していくために今回見直され
た事業を一部紹介します。 

活力を生み出すにぎわいづくり戦略

未来へつなげる人づくり戦略

自然豊かで快適な強いまちづくり戦略

笑顔で暮らせる地域共生の社会づくり戦略

2,820万円
ひむか-Biz運営事業
日向市しごと創生拠点

462万円
コミュニティ・スクール活性化推進事業
美々津中学校区、日向中学校区新規設置を含む

1,472万円
非常備消防施設の充実・強化
細島地区の消防団機庫（詰所）の建て替え

新型コロナウイルスワクチン接種事業
医療機関と連携して実施・接種券発送 2億6,000万円

事業効果が初期の基準に達せず、事業手法を含め再検討する。
・ひまわり基金事業／日向市ひまわり基金事業推進協議会補助金

・広域観光ルート推進事業／スピリチュアルひむか観光協議会 負担金

・健康づくり「ラジオ体操」事業

・就業支援に要する経費

・薬草の里づくり事業

その他
・こども議会に要する経費

目的達成により廃止する。

事業費の積算を見直し、事業の簡素化を図る。

同種の制度や、事業との連携を考察し、事業の統廃合等行う
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算 委

員
会
審
査
と
は

　
日
本
の
自
治
体
議
会
は
委
員
会
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
詳
細

な
審
査
は
本
会
議
で
は
な
く
委
員
会
で
行
い
ま
す
。
定
例
会
最
終
日

の
本
会
議
で
、
各
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、

そ
の
中
で
特
に
重
要
な
案
件
に
は
付
言（
委
員
会
と
し
て
の
意
見・
要

望
）を
つ
け
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
討
論・
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

委員会に
        おける審査

布
設
替
え
に
採
用
し
て
い
る
水
道
管
は
、
耐
震
性
の
あ
る
２
種
類

の
管
を
使
用
し
て
い
る
。
従
来
の
布
設
管
よ
り
割
高
に
は
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
耐
用
年
数
40
年
の

水
道
管
と
比
較
す
る
と
１
０
０

年
寿
命
と
言
わ
れ
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
で
比
較
し
て
も
適

正
と
考
え
る
。

　
現
在
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
の
食
器
を
給
食
で
使
用
し
て
い
る
が
、
デ

メ
リ
ッ
ト
部
分
が
多
く
あ
る
。
そ
の
た
め
、Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
を
２
学
期

か
ら
使
用
す
る
計
画
で
あ
る
。Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
は
メ
ラ
ミ
ン
食
器
よ
り

も
優
れ
て
お
り
、
耐
久
性
に
お
い
て
も
、
10
年
ベ
ー
ス
で
試
算
し
た

際
、
安
価
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

令
和
元
年
度
末
で
公
共
下
水
道
事
業
区
域
内
の
下
水
道
普
及
率
は

57
・
５
％
で
あ
り
、
合
併
浄
化
槽
と
農
業
集
落
排
水
を
合
わ
せ
た
生

活
排
水
処
理
普
及
率
は
84
・
５
％
で
あ
る
。
区
域
拡
大
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
源
を
踏
ま
え
慎
重
に
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
し
て
い
な
い

18
ク
ラ
ブ
及
び
空
白
地
区
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
も
と
よ

り
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
等
と
の
連
携
を
進
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

委
員
長
報
告

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
ど
ん
な
質
問
を
し
て
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

委
員
会
が
行
政
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

求
め
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
！

給
食
用
の
食
器
1
6
0
0
万
円
と

あ
る
が
詳
細
は

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
強
化
策
は

水
道
管
路
更
新
の
耐
震
性

お
よ
び
耐
用
年
数
は

下
水
道
事
業
に
お
け
る
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

今
後
の
対
応
と
ア
プ
ロ
ー
チ
は

　
石
灰
の
配
布
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
手
指
消
毒
や
手
袋
の
交
換

な
ど
、
基
本
的
な
感
染
予
防
策
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
消
費
・
安
全
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
鶏
舎
内
の
隙
間
を
埋
め

る
な
ど
の
整
備
も
図
り
た
い
。

　
健
康
福
祉
部
の
業
務
は
専
門
性
が
高
く
、
業
務
量
や
求
め
ら
れ
る

質
も
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
部
の
組
織
も
、
２
０
７
名
と
な
っ

て
お
り
、
部
を
二
つ
に
分
け
た
上
で
部
長
が
よ
り
専
門
的
に
掌
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
福
祉
の
充
実
が
期
待
で
き
る
。

　
救
急
出
場
は
年
間
総
数
２
７
５
６
件
あ
り
、
南
分
遣
所
は
２
７
２

件
、
東
郷
町
域
で
の
救
急
要
請
は
１
５
０
件
か
ら
１
６
０
件
あ
り
、

将
来
的
に
配
置
に
な
っ
た
状
況
と
南
分
遣
所
の
事
例
を
踏
ま
え
、
車

両
の
効
率
的
な
運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

南
分
遣
所
・
東
郷
分
遣
所

消
防
支
所
の
状
況
は

　
令
和
３
年
度
は
、
財
光
寺
地
区
に
整
備
し
、
そ
の
後
は
富
高
地
区
、

大
王
谷
地
区
、
南
部
地
区
の
浸
水
想
定
地
域
外
で
、
拠
点
避
難
所
を

中
心
に
備
蓄
倉
庫
の
配
置
を
計
画
し
て
い
る
。

地
震
・
津
波
防
災
施
設
事
業
の

備
蓄
倉
庫
整
備
は

健
康
福
祉
部
を

２
部
体
制
に
す
る
理
由
は

制
度
自
体
が
違
う
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
一
本
化
す
る
方
が
い
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会
と
健
康

福
祉
部
で
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
と

児
童
ク
ラ
ブ
を
一
本
化
で
き
な
い
か

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
増
加
対
策
や
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
対
応

な
ど
、
委
員
会
審
査
の
中
で
こ
れ
ま
で
何
度
も
指
摘
を
し
て
き
た
が
改

善
さ
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
関
係
者
と
早
急
に
協
議
を
行
い
対
応
す
る
こ
と
。

関
係
先
と
の
早
急
な
協
議
を

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い

く
上
で
、
庁
内
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
地
域
と
協
議
を
十
分
に

行
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
を

予
算
規
模
に
し
て
は
市
民
へ
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
り
、
地
元
へ
の

還
元
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
更
な
る
市
民
参
加
の
呼
び
か
け
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
、
本
市
な
ら
で
は
の
サ
ー
フ
ィ
ン
文
化
の
普
及
を
図
る

う
え
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
増
え
る
よ
う
に
注
力
す
る
こ
と
。

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
日
向
推
進
事
業
に

子
ど
も
や
市
民
の
参
加
を

総務政策
委員会

総務政策
委員会

総務政策
委員会

産業建設
水道委員会

産業建設
水道委員会

産業建設
水道委員会

 文教福祉
環境委員会

対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！

 総務政策
委員会

対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！

 産業建設
水道委員会

対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！
対応を
求めました！！

※委員会 ..... 委員会には、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の３つがあり、日向市議会では、常任委員会として総務政策、
文教福祉環境、産業建設水道の３委員会が、特別委員会として総合防災対策、議会改革、議会広報の３委員会が活動しています。

※本会議 ..... 議員全員が議場に集まって市議会の最終的な意思を決定する会議

※

※

※

※PEN食器 .....  ポリエチレンナフタレートを主成分とした食器。軽く割れにくい、120度の耐熱温度、油に強い。
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

可
決

日向市東郷診療所設置及び管理条例

令和３年度日向市国民健康保険事業特別会計予算

令和３年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算

令和３年度日向市後期高齢者医療事業特別会計予算

可
決
可
決
可
決

結
　
果

　 ○ ○ ○ ●  ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●

　 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名

議案名

黒
木
高
広

黒
木
万
治

三
樹
喜
久
代

富
井
寿
一

三
輪
邦
彦

徳
永
幸
治

海
野
誓
生

若
杉
盛
二

松
葉
進
一

柏
田
公
和

西
村
豪
武

黒
木
金
喜

近
藤
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令和３年3月追加補正額2億3,149万円を可決

コ
ロ
ナ
対
策 

第
８
弾
の
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
可
決

補正予算
Pick Up！

任期は3年、引き続き3期目の推薦人事案件
Pick Up！

第8弾となる新型コロナウイルス感染症緊急経済対策等として、国の「新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金」等を活用した各種支援策に加え、これまで実施してきた緊急経済対策等

の事業実績に基づく財源調整等を計上するとともに、国の3次補正の内示に基づく「防災・減災・国

土強靭化の推進」に要する経費を中心とした予算が議会最終日に計上され、審査した結果、全会一致

で可決しました。

3月 
定例会

一般会計補正予算

人権擁護委員候補者の推薦について

日向市東郷診療所設置及び管理条例について

日向市東郷診療所設置及び管理条例の制定を可決条　例
Pick Up！

2,489万円

歳　出

歳　入

歳　出

歳　出

　市立東郷病院をなぜ無床診療所にするのか大きな疑念が
沸く。コロナ禍により国の公立病院に対する姿勢が縮小から
強化へと変わっている。コロナ禍を克服するにはどうしても
救急告示病院のまま残さないと駄目だ。（徳永幸治）

討　論
　①地域住民の民意を反映させるのが地方自治の根幹。②医
師の研修施設とすることで病院存続の可能性は残されてい
る。③新型コロナや新興ウイルス感染症や大規模災害時に内
陸部の市立病院が担う役割は極めて重要。（小林隆洋）

　無床診療所への移行はある意味止むを得ないが、現構想で
は医療機器の整備・訪問診療や訪問看護・災害時対応などに疑
問を感じる。市長の強い意志と明確な方向性が見えない中、持
続可能な医療の提供ができると思えない。（日髙和広）

　人口減少・少子高齢化が進む東郷町域での病院運営は、一
般財源から多額の持ち出しがないとできない。日向市の財政を
考えると病院は廃止し、診療所にすべきだ。（柏田公和）

　病院問題の一番の課題は、医師の確保にある。歴代の東郷
町長の中には台湾まで出向いていた方もいる。少子高齢化、人
口減少社会が進む中、病院を診療所にすることはやむをえない
が、有床は多くの地域住民の思いである。（畝原幸裕）

　無床診療所になると先人が築いた東郷医療が崩壊する。東
郷区長会は２回も有床要望書を提出、住民も有床を希望してい
る。医師確保、経営悪化は市政運営に問題があり、それを、市
民に押しつける無床化には反対する。（黒木金喜）

令和３年度日向市国民健康保険事業特別会計予算

　高すぎる国民健康保険税は現役世代の暮らしを圧迫して
いる。均等割りは子育て中など多人数世帯ほど重くなる。均
等割りを廃止して会社員などが加入する健康保険と同様に
所得に応じた保険税にするべきだ。（黒木万治）

令和３年度日向市
介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算

　高齢化にともない各サービス基盤整備が急務だ。制度を維
持するためにも、国による利用料保険料の減免、介護報酬の
引き上げ、介護労働者の処遇改善を行う事、国庫負担割合を
緊急に10％引き上げさせる事が重要だ。（黒木万治）

令和３年度日向市後期高齢者医療事業特別会計予算

　医療窓口負担が１割だが、これを２割負担、２倍化が今
国会に上程されている。高齢者の受診抑制を招く窓口負
担２倍化はきっぱりと廃止すべきだ。（黒木万治）

賛否が分かれた議案と結果

○は賛成、●は反対。議員名は左から議席順。黒木高広議員は議長職のため通常は表決権はありません。

市所有の細島4区工業団地用地を、今回センコー株式会社(大阪府大阪市)
に売却するもの。売却面積は、25,212㎡。

コロナ禍による景気悪化に対し、市内店舗等で利用できるプレミアム
付商品券を発行し、消費喚起による市内経済の回復を図るもの。

コロナ禍により経営が悪化している市内宿泊事業者及び観光バス
運行事業者に対し、経営安定のための支援金を給付するもの。

細島小学校の児童や公民館利用者が円滑に高台へ避難できるよう
避難ブリッジと避難階段を整備し、防災機能の強化を図るもの。

応援消費プレミアム付商品券発行事業

観光事業者経営安定支援事業

細島小学校改築事業

細島4区工業団地用地売却

3億758万円

7,800万円

1,900万円

新型コロナ対策

新型コロナ対策

教育環境の充実

追加補正予算

後 藤   明 さん
ごとう あきら

2021年（令和３年）４月１日より、「東郷病院」が「東郷診療所」となることが正式に決まりました。採決
前の討論では６人の議員が賛否を主張し、採決の結果は賛成11、反対７でした。現施設は老朽化している
ことから、同敷地内に新築移転する方針で、令和６年度の供用開始を目指して整備が進められます。

2021年（令和3年）6月30日をもって任期満了となるため、引き続き推薦するもの。

請願・陳情と審議結果 市民からの意見や要望を審議しました

田辺  伊三郎 さん

日向市立東郷病院の有床継続に
関する陳情書

日向市東郷町山陰辛585

　合併時の協定書を尊重し、市長として責
任を履行して貰いたい。また、入院の受け入
れを再開して欲しいというもの。

陳情 第8号

瀧本　百合 さん
たきもと ゆり

石並川キャンプ場付近に建設予定の高圧線
鉄塔及び架設予定の高圧送電線について

日向市春原町1丁目
73番地2 石川住宅西棟

美しい景観悪化等が懸念されることか
ら、高圧線鉄塔及び高圧送電線の建設・
架設予定地の変更を要望するもの。

■ 趣　旨
福島　洋一 さん

九州南部たばこ販売
協同組合連合会　理事長

ふくしま よういち

地方たばこ税を活用した
分煙環境整備に関する陳情書

都城市前田町14街区13号都城たばこ販売協同組合

市立東郷病院を守る会 会長
たなべ いさぶろう

継 続 継 続 新 規陳情 第6号

■ 陳情者

■ 趣　旨

■ 陳情者

■ 趣　旨

陳情 第9号

■ 陳情者

審査し決まったことを
見てみよう！ 3件 5件 14件１3件1件

事件決議 補正予算 当初予算条　例人事案件
※ ※ ※※

計36件の議案が提案

国に対し、市として地方たばこ税を公共
喫煙場所整備に活用できる全国的な制度
の整備を要望するもの。

※人事案件 .....  地方自治法等に基づいて、議会の同意を必要とする人事議案
※条　　例 .....  地方公共団体がその自治権に基づいて議会の議決によって制定する自主法の１つ
※事件決議 .....  日向市議会では、議案のうち条例、予算、人事以外のものを一括して事件決議と呼んでいます。
※補正予算 .....  年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるため提出される予算（地方自治法第 218条１項）

全
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結　果     趣 旨 採択
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

※

※

※
※

※

※

※

※ジオパーク指定 ......................... 保護・教育・持続可能な開発が一体となった概念によって管理された、単一の統合された地理的領域
※トランスフォーメーション ..... デジタルによるビジネスや生活の変容
※ＩＣＴ ......................................... 情報通信技術
※ＲＰＡ.......................................... コンピューター上で行われる業務プロセスや作業を人に代わり自動化する技術

※ＡＩ‐ＯＣＲ .............  OCR技術とAI技術を掛け合わせることで、帳票の読み取り精度の向上、手書きの文字列や
非定型フォーマットの文書の認識を可能としたもの

※ソサエティー5.0 .....  サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を連携し、すべての物や情報、人を一つにつなぐこと
※ジオサイト指定 .......  素晴らしい景観や地層、地質などが存在する場所。地質のみでなく、植物や動物、歴史文化的価値のあるもの

黒木 万治議員
くろぎ まんじ

議会傍聴に行ってみよう！

海野 誓生議員

美
々
津
地
区
国
営
農
用
地

開
発
事
業
は

県
立
高
校
魅
力
向
上
支
援
事
業
と

高
校
入
試
志
願
は

中
学
校
に
お
け
る
校
則
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

繰
り
越
し
分
が
あ
る
の
か

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

取
り
組
み
は

ジ
オ
パ
ー
ク
指
定
に
よ
る

地
域
振
興
策
を
す
べ
き
で
は

南
部
地
区
振
興
対
策
強
化
等
の

取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ コロナの難局を乗り切る施策を

▲ 美々津地区の活性化を望む

▲ 荒廃農地の現状

コ
ロ
ナ
禍
の
難

局
を
乗
り
切
り
、
市
民

の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
、

営
業
を
守
る
た
め
に
国

の
制
度
事
業
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
き
め
細

や
か
な
社
会
保
障
で
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
認
識
を
問
う
。

今
年
１
月
に
市
内

約
１
９
０
０
事
業
者
等

に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
そ
の
結
果
か
ら

「
宿
泊
・
飲
食
業
」

「
卸
売
・
小
売
業
」

「
農
林
水
産
業
」
「
医

療
・
福
祉
施
設
」
な
ど

の
厳
し
い
実
態
に
つ
い

て
改
め
て
認
識
し
た
。

移
動
制
限
等
に
よ
り
打

撃
を
受
け
て
い
る
事
業

者
等
へ
の
支
援
策
や
消

費
喚
起
を
促
進
す
る
支

援
等
な
ど
、
第
８
弾
と

な
る
緊
急
経
済
支
援
策

を
本
定
例
会
中
に
追
加

提
案
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
全
国
的
に
始
ま
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
開
始
時

期
や
具
体
的
な
接
種
体

制
を
問
う
。

年
１
月
の
第
３
次
補
正

ま
で
総
額
５
兆
４
５
８

７
億
円
を
計
上
し
て
い

る
。
本
市
へ
の
配
分
総

額
と
、
２
０
２
１
年
度

へ
の
繰
越
し
を
問
う
。

国
の
１
次
補
正
か

ら
３
次
補
正
ま
で
の
配

分
総
額
は
約
15
億
１
８

０
万
円
。
国
に
申
請
し

て
い
る
実
施
計
画
書
は

令
和
２
年
度
に
予
算
を

計
上
す
る
も
の
が
対
象

と
な
る
。
配
分
総
額
の

残
額
は
国
の
本
省
繰
越

の
手
続
き
を
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
の
緊
急
経

済
支
援
対
策
等
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

遊
休
農
地

1
7
9
·
9
ha
の
内
、

再
生
不
能
な
遊
休
農
地

は
1
0
6
·
8
ha
で
あ

る
。
整
備
後
37
年
間
農

地
と
し
て
お
く
理
由
に

つ
い
て
問
う
。

県
・
都
農
町
・
本

市
で
構
成
す
る
「
国
営

農
地
開
発
事
業
美
々
津

地
区
連
絡
会
」
で
現
実

的
に
再
生
が
困
難
と
判

断
さ
れ
る
農
地
に
つ
い

て
、
非
農
地
判
断
を
行

う
基
準
を
定
め
、
国
と

確
認
を
行
っ
た
。
非
農

地
と
す
る
こ
と
が
真
に

や
む
を
得
な
い
と
判
断

さ
れ
る
農
地
は
基
準
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

日
向
圏
域
内
の

県
立
高
校
４
校
の
志
願

状
況
と
認
識
を
問
う
。

日
向
・
東
臼
杵
圏

域
４
校
の
令
和
３
年
度

一
般
入
学
志
願
者
数
は
、

12
学
科
の
う
ち
９
学
科

で
定
員
割
れ
と
な
る
な

ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

市
内
高
校
の
魅
力
向
上

と
活
性
化
は
大
変
重
要

な
課
題
で
あ
る
た
め

「
高
等
学
校
魅
力
向
上

支
援
事
業
」
を
継
続
し
、

課
題
型
学
習
や
課
外
活

動
に
対
す
る
助
成
等
を

行
い
、
高
校
が
持
つ
特

性
を
伸
ば
し
、
学
力
や

技
術
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
。

日
向
市
内
の
中

学
校
に
お
け
る
校
則
の

認
識
に
つ
い
て
問
う
。

校
則
は
、
生
徒
が

健
全
な
学
校
生
活
を
営

み
、
よ
り
よ
く
成
長
し

て
い
く
た
め
の
行
動
の

指
針
で
あ
る
。
発
達
の

段
階
を
踏
ま
え
、
集
団

生
活
を
送
る
た
め
の
一

定
の
ル
ー
ル
と
し
て
学

校
ご
と
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
校
則
に
つ
い
て

の
指
導
が
、
真
に
教
育

的
効
果
に
結
び
つ
く
よ

う
、
時
代
の
流
れ
を
踏

ま
え
、
絶
え
ず
積
極
的

に
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
生
徒
自
身
が

校
則
づ
く
り
に
主
体
的

に
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
や
保
護
者
の
意
見

も
大
切
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

庁
内
体
制
の
強

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

国
の
「
自
治
体
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推

進
計
画
」
に
対
応
す
る

た
め
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

係
」
を
新
設
し
、
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
や
Ｒ
Ｐ

Ａ
、
Ａ
Ｉ‐

Ｏ
Ｃ
Ｒ
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
業
務
の
効
率
化
を

は
じ
め
、
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー 

５
・
０
の
実
現
に
向

け
た
地
域
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

市
総
合
計
画
後

期
計
画
の
「
自
然
環
境

の
保
全
と
活
用
」
に
則

り
「
ジ
オ
サ
イ
ト
指

定
」
の
取
り
組
み
を
問

う
。

本
市
を
含
む
エ
リ

ア
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
基
準
が
高
く
、
事
業

化
の
検
討
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
、

日
向
岬
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
誘
客
事
業
を
展
開

し
、
交
流
人
口
の
拡
大

や
地
域
活
性
化
に
努
め

た
い
。

　

 

美
々
津
伝
建

地
区
の
保
存
事
業
と
観

光
浮
揚
策
と
の
融
合
に

よ
る
取
り
組
み
は
。

来
年
度
に
は
美
々

津
地
区
を
含
め
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
新

た
な
観
光
戦
略
等
の
策

定
や
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
捉
え
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
に
よ
る

交
流
・
関
係
人
口
の
拡

大
を
図
り
た
い
。

　

 

「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
環
境
等

の
整
備
充
実
」
に
つ
い

て
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
等
の
取
り
組
み

は
。

国
の
中
山
間
地
域

整
備
事
業
は
農
業
・
農

村
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
農
業
生
産
基
盤
整

備
と
農
村
生
活
環
境
整

備
を
総
合
的
に
実
施
す

る
事
業
で
あ
る
。
令
和

３
年
度
は
東
郷
地
区
を

含
む
中
山
間
地
域
に
お

い
て
、
事
業
実
施
箇
所

の
抽
出
、
課
題
の
洗
い

出
し
を
行
い
事
業
採
択

に
向
け
た
基
本
構
想
を

策
定
予
定
で
あ
る
。

うみの ちかお

にしむら

西村 豪武議員
おさむ

聴覚障がい者はクラクションで危険を認知できないので、これらの障がい者マークを付け

た車に遭遇した際は、減速を行うなど配慮が必要となってきます。

聴覚障害を表す「耳マーク」は耳が不自由であることを自己表示するためのマークです。

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。 次回のいっぱん質問は6月14日 からの

予定です。月

コ
ロ
ナ
禍
、
命
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
対
応
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
と
体
制
は

医
療
従
事
者
は
県

が
主
体
と
な
り
接
種
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

65
歳
以
上
は
、
市
が
主

体
と
な
っ
て
体
制
を
整

え
て
い
く
。
対
象
者
へ

は
市
か
ら
接
種
券
を
送

る
の
で
市
が
設
置
す
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
予

約
を
行
い
接
種
し
て
い

く
。

地
方
創
生
臨
時

交
付
金
は
、
去
年
４
月

の
第
１
次
補
正
か
ら
今

聴覚障害者
マーク

耳マーク

今回は知ってほしい「障がい者に関係するマーク」の一部をご紹介します。
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

次回のいっぱん質問は6月14日 からの
予定です。月

ハート・プラスマークは内部障害や内臓障害の理解や協力を広げるために作られた障がい者

マークです。内部障害は外側からは見えない障害のため、電車や学校、職場などで苦労するこ

とも多く、日本での認知度もいまだ低いのが現状です。

今回は知ってほしい「障がい者に関係するマーク」の一部をご紹介します。

若杉 盛二議員
わかすぎ せいじ

議会傍聴に行ってみよう！

柏田 公和議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ 森林経営管理制度

▲ やすらぎ館との連携を求む

▲ 第３次日向市地域福祉計画

かしわだ きみかず

くろぎ

黒木 金喜議員
かねき

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

ハート・プラスマーク

　

 

森
林
管
理
に

お
け
る
担
い
手
不
足
対

策
と
再
造
林
率
の
状
況

や
向
上
に
む
け
た
取
り

組
み
は
。

森
林
組
合
な
ど
の

森
林
整
備
を
担
う
林
業

経
営
者
の
育
成
や
作
業

員
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
就
労
環

境
の
改
善
や
林
業
体
験

等
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
担
い
手
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本

市
に
お
け
る
近
年
の
平

均
再
造
林
率
は
約
67
％

で
あ
り
、
対
策
と
し
て

「
宮
崎
県
森
林
整
備
事

業
補
助
金
」
に
対
す
る

上
乗
せ
補
助
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。

 　
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
は
。

 森
林
整
備
に
関
す

る
事
業
に
優
先
的
に
充

当
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
未
整
備
森
林
の
間

伐
、
林
業
体
験
の
実
施

や
就
労
環
境
の
改
善
に

よ
る
担
い
手
の
確
保
対

策
、
木
育
活
動
や
森
林

環
境
教
育
の
充
実
及
び

公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
造
化
・
木
質
化
の

促
進
な
ど
、
有
効
な
活

用
を
図
り
た
い
。 

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

所
有
者
不
明
土

地
問
題
解
決
に
向
け
た

相
続
登
記
義
務
化
の
動

き
を
問
う
。

相
続
未
登
記
に
よ

り
現
在
の
所
有
者
が
分

か
ら
な
い
こ
と
が
、
所

有
者
不
明
土
地
の
一
因

と
な
っ
て
お
り
、
国
に

お
け
る
相
続
登
記
の
義

務
化
等
に
向
け
た
動
き

は
、
こ
の
問
題
を
解
消

す
る
方
策
と
し
て
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
今

後
も
法
務
局
と
連
携
し

相
続
登
記
促
進
に
向
け

て
啓
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

「
地
域
共
生
社

会
」
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
体
制
の
現
状
と
、

地
域
福
祉
計
画
で
進
め

て
い
る
各
地
区
の
「
地

域
福
祉
部
」
の
設
置
状

況
は
。本

市
で
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
国
の
補
助

金
を
活
用
し
た
「
地
域

力
強
化
推
進
事
業
」
に

取
り
組
み
、
「
日
向
市

社
会
福
祉
協
議
会
」
に

「
地
域
力
強
化
推
進
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

２
名
配
置
し
、
「
地
域

福
祉
部
」
設
置
の
働
き

か
け
を
は
じ
め
「
地
域

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
」
等

の
養
成
な
ど
に
努
め
て

い
る
。
「
地
域
福
祉

部
」
の
設
置
状
況
は
令

和
２
年
度
当
初
で
45
地

区
と
全
体
の
５
割
に
達

し
て
い
る
。

小
中
学
校
期
の

人
材
育
成
に
関
係
す
る

事
業
・
施
策
の
展
開
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

小
中
学
校
の
時
期

に
お
い
て
は
「
確
か
な

学
力
と
豊
か
な
人
間
性

を
身
に
付
け
、
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
た
く
ま
し

く
未
来
を
切
り
拓
く

『
生
き
る
力
』
を
備
え

た
子
ど
も
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
「
小
中
一
貫
教

育
」
を
一
体
的
に
推
進

し
、
三
位
一
体
の
教
育

を
核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
で
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
な
ど
の
事
業
が
進

め
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

大
津
波
等
の
災

害
発
生
時
に
は
、
多
量

の
が
れ
き
撤
去
等
に
市

内
の
建
設
業
者
の
力
が

必
要
に
な
る
。
し
か
し
、

多
く
の
業
者
の
本
社
は

浸
水
区
域
内
に
あ
り
、

す
ぐ
に
は
動
け
な
い
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ラ

グ
の
発
生
は
仕
方
な
い

と
判
断
す
る
の
か
。

本
市
は
、
が
れ
き

の
撤
去
等
の
災
害
対
策

の
支
援
に
関
し
て
、「
日

向
地
区
建
設
業
協
会
」

な
ど
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
災
害
発
生
時

に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
平
時
か
ら
の

協
力
体
制
の
構
築
に
努

め
て
い
き
た
い
。

市
立
東
郷
病
院

は
2
0
2
1
年
（
令
和

３
年
）
に
東
郷
診
療
所

に
移
行
す
る
が
、
地
域

住
民
は
無
床
に
な
る
不

安
や
将
来
に
対
し
危
惧

を
持
ち
納
得
し
て
い
な

い
。
病
院
の
人
員
削
減
、

配
置
替
え
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
貴
重
な
人

材
を
活
用
し
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
す

ら
ぎ
館
に
設
置
し
機
能

強
化
を
す
る
考
え
は
。

今
後
適
切
な
職
員

配
置
を
行
い
、
訪
問
看

護
、
在
宅
医
療
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
健

康
教
室
の
開
催
な
ど
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
と
し
て
の
取
り
組

み
を
強
化
し
た
い
。
訪

問
看
護
は
高
齢
化
の
進

む
東
郷
地
域
で
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

深
化
・
推
進
す
る
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
り
、

診
療
所
移
行
後
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

拡
充
し
、
24
時
間
体
制

で
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
利
用

者
の
負
担
増
も
あ
り
、

需
要
や
収
支
状
況
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。

東
郷
診
療
所
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

と
高
齢
者
施
設
で
の
接

種
対
応
は
。

東
郷
診
療
所
で
の

接
種
は
、
毎
日
一
定
数

の
接
種
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
た

い
。
高
齢
者
施
設
で
の

接
種
は
、
施
設
内
で
の

体
制
が
整
う
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
特

例
に
よ
り
入
所
者
と
施

設
従
事
者
が
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
接
種
を
行
う

こ
と
も
差
支
え
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
配
分
量
を

見
な
が
ら
関
係
機
関
と

調
整
を
行
い
た
い
。

坪
谷
小
学
校
裏

の
法
面
崩
壊
処
理
状
況

は
。

台
風
の
大
雨
に
よ

り
法
面
の
土
砂
が
崩
れ
、

学
校
の
敷
地
内
に
流
れ

込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
応

急
処
置
と
し
て
土
砂
を

撤
去
し
シ
ー
ト
で
覆
う

作
業
を
実
施
し
た
。
早

急
に
復
旧
で
き
る
よ
う

関
係
各
課
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

森
林
教
育
の
導

入
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
身
近
な
自

然
で
あ
る
森
林
環
境
へ

の
関
心
や
知
識
を
高
め

森
林
を
守
り
育
て
て
い

く
心
情
や
態
度
を
育
ん

で
い
く
こ
と
は
、
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
る
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
の
発

達
の
段
階
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
森
林
環
境
教
育

地
域
共
生
社
会
と

各
地
区
福
祉
部
の
設
置
は

小
学
校
・
中
学
校
で
の

人
材
育
成
の
取
り
組
み
は　

災
害
発
生
後
の
民
間
活
力
の
活
用
は

所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
対
策
は

市
立
東
郷
診
療
所
基
本
構
想
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

計
画
と
対
応
は

坪
谷
小
学
校
の

法
面
崩
壊
処
理
の
状
況
は

森
林
環
境
の
整
備
と

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は

森
林
教
育
の
導
入
は

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて

次回のいっぱん質問は6月14日 からの
予定です。月

森腰 英信議員
もりこし ひでのぶ

議会傍聴に行ってみよう！

友石　 司議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ 高齢者・障がい者にも選ばれるまち日向市へ

▲ 活躍が期待される消防団バイク隊

▲ 自然景観の美しい石並川

ともいし つかさ

ひだか

日髙 和広議員
かずひろ

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

オストメイトとは病気や事故が原因で人工肛門・人口膀胱を増設している人を指します。

この方たちを示す障がい者マークがオストメイトマークです。

前頁のハート・プラスマークに似ているのでお間違えの無いように。

今回は知ってほしい「障がい者に関係するマーク」の一部をご紹介します。

オストメイト

 

　
市
内
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
数
が
減

少
し
て
い
る
が
そ
の
対

応
策
は
。

人
材
確
保
・
育
成

は
、
令
和
２
年
度
に

「
宮
崎
県
市
長
会
」
が

国
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
た
際
に
、
処
遇
改

善
を
含
む
抜
本
的
対
策

を
講
じ
る
よ
う
、
本
市

が
追
加
提
案
し
て
要
望

書
に
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、

令
和
３
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
、
本
会
議
に

関
連
予
算
を
提
案
し
て

い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
態
把
握

に
努
め
、
第
８
期
福
祉

計
画
に
反
映
さ
せ
た
。

   

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
負
担
軽
減
策
は
。

 Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入

に
つ
い
て
は
、
意
見
交

換
の
中
で
消
極
的
な
意

見
が
多
か
っ
た
た
め
補

助
制
度
創
設
は
見
送
っ

た
。
ま
た
、
困
難
事
例

の
対
応
に
つ
い
て
は
介

護
支
援
専
門
員
が
孤
立

し
な
い
よ
う
相
談
支
援

機
能
を
充
実
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
注
目
す
べ
き

取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

避
難
行
動
要
支

援
者
「
個
別
計
画
」
の

作
成
に
当
た
り
、
名
簿

掲
載
を
逆
手
上
げ
方
式

に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

策
定
の
際
の
加
算
措
置

は
で
き
な
い
か
。

本
制
度
の
主
旨
を

理
解
し
て
い
な
い
人
や

未
回
答
の
人
も
同
意
者

と
し
て
含
む
こ
と
と
な

り
、
事
前
に
充
分
な
周

知
と
理
解
が
必
要
な
の

で
、
同
意
者
の
み
の
掲

載
を
継
続
す
る
。
個
別

計
画
策
定
の
専
門
職
に

対
す
る
加
算
措
置
は
、

国
が
交
付
税
措
置
を
検

討
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。
今

後
は
モ
デ
ル
地
区
に
お

け
る
取
り
組
み
を
継
続

し
な
が
ら
、
課
題
等
の

検
証
を
行
っ
た
う
え
で
、

体
制
整
備
を
含
め
、
次

の
段
階
に
進
み
た
い
。

石
並
川
キ
ャ
ン

プ
場
に
送
電
線
鉄
塔
が

建
設
さ
れ
る
予
定
だ
が

キ
ャ
ン
プ
場
の
景
観
と

し
て
は
、
そ
ぐ
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

キ
ャ
ン
プ
場
取
り

付
け
道
路
の
西
側
を
通

過
す
る
予
定
と
伺
っ
て

お
り
、
景
観
に
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　 

災
害
時
の
海

上
交
通
を
活
用
し
た
受

援
体
制
の
現
状
は
。
ま

た
、
津
波
被
害
想
定
を

考
慮
し
た
防
波
堤
の
整

備
や
、
海
上
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
維
持
の
た
め

の
岸
壁
等
の
耐
震
化
は
。

救
援
物
資
の
不
足

な
ど
、
受
援
を
必
要
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

本
市
の
災
害
対
策
本
部

か
ら
県
へ
要
請
を
行
い
、

県
は
、
海
上
輸
送
も
含

め
調
達
ル
ー
ト
の
検
討

を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
防
波
堤
は
国
、

県
に
よ
っ
て
津
波
で
も

倒
れ
な
い
構
造
に
改
良

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
白
浜
地
区
の
15

号
岸
壁
が
耐
震
強
化
岸

壁
と
し
て
整
備
が
完
了

し
て
い
る
。

　 
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
タ
イ
ム
ラ
グ

の
解
消
や
情
報
精
度
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
で
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
が
懸
念
さ
れ
、
格

差
を
生
ま
な
い
取
り
組

み
の
必
要
性
を
感
じ
る

が
、
本
市
の
考
え
は
。

情
報
端
末
の
操
作

に
不
慣
れ
な
高
齢
者
な

ど
は
、
取
り
扱
い
に
戸

惑
う
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
テ
レ

ビ
で
の
テ
ロ
ッ
プ
放
送

や
広
報
車
で
の
広
報
な

ど
、
従
来
か
ら
の
方
法

に
加
え
、
音
声
合
成
ソ

フ
ト
を
利
用
し
、
固
定

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
登
録

者
に
直
接
発
信
す
る
ア

ナ
ロ
グ
的
な
情
報
伝
達

も
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
先

日
「
株
式
会
社
テ
レ
ビ

宮
崎
」
と
「
防
災
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

自
治
区
の
道
路

環
境
整
備
な
ど
は
市
民

と
当
局
と
の
協
働
精
神

で
市
民
の
方
た
ち
自
ら

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

協
働
作
業
の
際
に
出
る

枝
、
雑
草
ご
み
の
処
分

へ
の
対
応
は
。

作
業
で
使
う
ご
み

袋
や
軍
手
な
ど
は
申
請

が
あ
れ
ば
無
償
で
支
給

し
て
い
る
。
束
ね
る
こ

と
が
難
し
い
枝
等
は
一

定
の
場
所
に
集
め
て
も

ら
え
れ
ば
収
集
・
運
搬

し
て
い
る
。
住
民
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。

消
防
バ
イ
ク
隊

に
バ
イ
ク
本
体
の
配
備

予
定
は
な
い
か
。
ま
た
、

隊
員
の
活
動
時
の
装
備

は
。

防
災
バ
イ
ク
隊
に

つ
い
て
は
、
現
在
14
名

の
隊
員
が
所
有
す
る
オ

フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
隊

員
の
高
い
運
転
技
術
に

よ
り
、
そ
の
機
動
性
を

十
分
発
揮
し
て
お
り
、

災
害
等
で
交
通
が
マ
ヒ

し
た
現
場
に
お
い
て
も

活
躍
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
使
い
慣

れ
た
バ
イ
ク
で
の
活
動

を
想
定
し
て
お
り
、
バ

イ
ク
本
体
の
配
備
は
予

定
し
て
い
な
い
。
活
動

時
の
装
備
は
、
救
助
活

動
用
ロ
ー
プ
や
簡
易
救

急
外
傷
セ
ッ
ト
等
を
配

備
し
て
い
る
が
、
今
後
、

必
要
品
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
お
い
て
、
国
・

県
・
市
が
行
っ
て
い
る

地
域
経
済
対
策
の
支
援

金
・
給
付
金
に
つ
い
て
、

周
知
が
足
り
な
い
と
考

え
る
。
常
駐
の
支
援
相

談
員
を
配
置
し
て
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

広
報
ひ
ゅ
う
が
・
折
り

込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

日
向
商
工
会
議
所
・
東

郷
町
商
工
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
等
の
各
支
援

機
関
と
も
情
報
を
共
有

し
、
お
困
り
の
方
か
ら

の
相
談
に
対
し
て
支
援

情
報
を
案
内
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。

ひ
っ
ぱ
く
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市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

部
長

市
長

Q2 Q1

Q2Q3 Q1

Q2 Q1

消
防
長

風
土
を
生
か
す
考
え
は

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
応
す
る
ス
キ
ー
ム
を

市
道
の
管
理
と
市
民
と
の

協
働
の
現
状
は

消
防
団
バ
イ
ク
隊
の
充
実
は

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
周
知
の
方
法
は

逼
迫
す
る
介
護
・
医
療
現
場
の

現
状
認
識
と
今
後
の
対
応
策
は

避
難
行
動
要
支
援
者「
個
別
計
画
」

策
定
の
推
進
を

※デジタルケアマネジメント ....  要介護高齢者の生活を支えるケアマネジメントにデジタル技術を用いること
※逆手上げ方式 ............................  要支援者本人から積極的に拒否されない限りは外部と共有することに同意したと推定する方式
※スキーム.....................................  構想を練ること
※デジタルデバイド .....................  インターネットの恩恵を受けることのできる人とできない人の間に生じる経済格差
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

次回のいっぱん質問は6月14日 からの
予定です。月

松葉 進一議員
まつば しんいち

議会傍聴に行ってみよう！

三輪 邦彦議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ 学級編成によるさらに質の高い教育を

▲ 令和３年度市政の基本方針

▲ サンパークの整備に人権尊重の視点を

み わ くにひこ

とみい

富井 寿一議員
ひさかず

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

※PDCAサイクル ..... Plan(計画 )・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）を繰り返すことによって、
 生産管理や品質管理などの管理業務を継続的に改善していく手法

厳
し
い
財
源
の

中
「
選
択
と
集
中
」
を

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

市
税
の
大
幅
減
収
が
見

込
ま
れ
、
厳
し
い
財
政

運
営
に
な
る
と
危
惧
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
明
確
な
方
向
性
と

目
標
を
定
め
た
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
施
策

の
推
進
が
必
要
と
な
る
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
事

業
見
直
し
に
よ
る
財
源

確
保
を
図
り
、
「
第
２

次
日
向
市
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
」
「
第

２
期
日
向
市
総
合
戦

略
」
に
基
づ
く
４
つ
の

重
点
戦
略
を
中
心
に
予

算
配
分
を
行
っ
た
。

「
人
」
「
も
の
」

「
金
」
を
最
大
限
に
活

用
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
く
、
継
続

的
な
成
果
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
経
済
の

復
興
、
安
定
し
た
市
民

生
活
の
実
現
に
取
り
組

む
。

市
民
へ
の
利
便

性
の
向
上
、
行
政
の
業

務
効
率
化
に
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
加
速
が
必
要
で

は
。

市
役
所
に
来
な
く

て
も
自
宅
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
等
で
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
業
務
の
効

率
化
・
迅
速
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。

国
は
令
和
３
年

度
よ
り
、
小
学
校
の
学

級
編
成
を
小
学
２
年
生

か
ら
35
人
学
級
に
し
て

い
く
方
針
だ
が
、
本
市

の
状
況
は
。

本
県
で
は
１
年
生

を
平
成
14
年
度
、
２
年

生
を
16
年
度
か
ら
30
人

学
級
に
編
成
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
３
年

生
も
35
人
学
級
編
成
す

る
方
向
。
本
市
で
は
２

校
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

４
年
生
以
上
の
学
年
に

つ
い
て
も
、
少
し
で
も

早
い
段
階
で
実
現
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
で
き

れ
ば
30
人
学
級
の
実
現

に
向
け
て
国
、
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
12
月
議
会

で
議
決
さ
れ
た
日
向
サ

ン
パ
ー
ク
事
業
の
整
備

に
係
わ
っ
て
、
総
合
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
市
民
協
働
」
と
「
人

権
尊
重
」
は
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
る
の
か
。

遊
具
の
整
備
は
、

「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ザ
ー

ル
方
式
」
を
採
用
し
て

い
る
。
こ
の
審
査
項
目

に
、
小
学
生
や
保
護
者
、

障
が
い
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
反
映

さ
せ
る
。
ま
た
、
遊
具

整
備
の
公
募
要
領
に
、

安
全
性
や
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

公
立
学
校
の
１

学
級
の
上
限
が
、
現
行

の
40
人
（
小
１
は
35

人
）
か
ら
、
35
人
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
。
こ
の

施
策
に
つ
い
て
の
評
価

と
課
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

今
回
の
改
正
に
よ

り
、
小
学
２
年
生
以
上

に
35
人
学
級
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
と
捉
え
て
い
る
。
で

き
れ
ば
小
学
３
年
生
以

上
も
30
人
学
級
が
実
現

さ
れ
る
と
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。
課
題
は
、

教
室
の
確
保
と
教
員
の

確
保
で
あ
る
が
、
本
市

で
は
、
教
室
も
教
員
も

す
で
に
配
置
が
確
定
し

て
い
る
。２

０
２
０
年
６

月
よ
り
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
が
強
化
さ
れ
た
。
日

向
市
や
市
役
所
で
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

市
で
は
「
第
５
次

日
向
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た

啓
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
「
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講

座
」
や
人
権
出
前
講
座

を
開
催
し
た
。
市
役
所

に
お
い
て
は
、
職
員
課

に
相
談
窓
口
を
お
い
て

対
応
に
努
め
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

は
大
変
重
要
と
認
識
し

て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
研
修
を
開
催
し
た
。

今
後
も
啓
発
や
研
修
等

を
継
続
し
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
に
取
り
組

み
た
い
。

令
和
３
年
度
の

予
算
編
成
に
お
い
て
、

市
長
が
最
も
力
を
入
れ

た
分
野
は
何
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
か
つ
て
な
い
厳

し
い
財
政
状
況
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
「
市
民
生

活
」
と
「
地
域
経
済
」

を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
限
ら
れ
た
有
効

資
源
を
最
大
限
に
活
用

す
る
た
め
、
新
た
に
策

定
し
た
「
第
２
次
日
向

市
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
に
基
づ
く
４

つ
の
重
点
戦
略
を
中
心

に
予
算
配
分
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
「
未
来
へ

つ
な
げ
る
人
づ
く
り
」

を
最
優
先
課
題
と
し
て

位
置
付
け
、
「
日
向
で

育
っ
た
こ
ど
も
た
ち
が
、

地
元
に
残
っ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
魅
力
あ
る
日
向

市
」
の
実
現
に
向
け
各

種
施
策
に
取
り
組
む
。

　

 

日
向
市
の
事

業
者
に
対
し
て
行
っ
た
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

調
査
」
か
ら
見
え
た
課

題
は
。今

回
、
市
内
の
約

１
９
０
０
の
事
業
者
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し
、

改
め
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
の
大
き
さ
と
、
将
来

が
見
通
せ
な
い
状
況
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
不
安
感
を
感
じ
た
。

こ
れ
ま
で
７
回
の
緊
急

経
済
対
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発

生
し
た
当
初
は
、
関
係

団
体
等
へ
の
緊
急
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
元
に
、

矢
継
ぎ
早
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
市
独
自

の
経
済
対
策
を
、
迅
速

に
か
つ
最
も
効
果
的
に

発
動
す
る
難
し
さ
を
実

感
し
た
。

　

 

４
月
か
ら
始

ま
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

周
知
方
法
は
。

接
種
が
可
能
な
時

期
が
近
づ
い
た
ら
、
接

種
に
必
要
な
接
種
券
に

案
内
の
チ
ラ
シ
と
予
約

方
法
等
を
同
封
し
て
郵

送
す
る
予
定
。
必
要
な

情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
ひ
ゅ
う
が

な
ど
で
周
知
を
図
る
。

Q 

2-

2

 

Q 

2-

1

 

サ
ン
パ
ー
ク
整
備
事
業
に

市
民
協
働
と
人
権
尊
重
の
視
点
は

少
人
数
学
級
導
入
の
評
価
と
課
題
は

日
向
市
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
の
現
状
は

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
は

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
を

少
人
数
35
人
学
級
へ
の
取
り
組
み
は

外見では健康そうに見えても、義足・人工関節を使用している方、内部障害・難病をお持ち

の方、または妊娠初期の方など援助や配慮を必要としていることを知らせるマークです。

今回は知ってほしい「障がい者に関係するマーク」の一部をご紹介します。

ヘルプマーク

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
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AA

A

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

Q2Q3 Q1

Q2Q3 Q1

教
育
長

教
育
長

Q2 Q1
市
長
が
最
も
力
を
入
れ
た
分
野
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は

※
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い
っ
ぱ
ん
質
問

３
月
定
例
会

委
員
長
報
告

新
年
度
予
算

「白杖SOSシグナル」の普及啓発のために作られた障がい者マークです。視覚障がい者は生

活のあらゆる場面で助けを必要とします。その際に白杖を掲げることで周りに「助けを必要と

している」というSOSのサインを出そう、という提案が福岡県盲人協会によってなされました。

今回は知ってほしい「障がい者に関係するマーク」の一部をご紹介します。

白杖 SOSシグナル

議員さん！
教えて
議員さん！
教えて
議員さん！
教えて

次回のいっぱん質問は6月14日 からの
予定です。月

議会傍聴に行ってみよう！

黒木 英和議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
ど
ん
な
質
問
や
提
言
を
し
て

行
政
は
、
ど
の
よ
う
な
答
弁
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
！

▲ 誘致が決まった細島４区工業団地

▲ 地域に根差した診療所へ

▲ 働く人へ市独自の給付政策を

くろき ひでかず

とくなが

徳永 幸治議員
こうじ

どなたでも傍聴することができます。
気軽に庁舎4階傍聴席までお越しください。

みつぎ

三樹 喜久代議員
きくよ

　

 

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
市
民
相
談
窓
口
は
。

相
談
内
容
に
よ
り

窓
口
を
分
け
る
よ
う
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

副
反
応
な
ど
医
学
的
な

相
談
は
県
、
予
約
や
接

種
の
方
法
な
ど
は
市
が

設
置
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
そ
の
他
の
相
談

は
市
の
い
き
い
き
健
康

課
で
の
対
応
を
考
え
て

い
る
。　

 

接
種
会
場
で

「
３
密
」
を
避
け
る
体

制
は
。 接

種
予
約
受
付
を

30
分
単
位
と
し
、
待
機

場
所
で
も
席
の
間
隔
を

空
け
る
な
ど
安
心
し
て

接
種
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
い
。女

性
の
仕
事
と

環
境
改
善
、
育
児
の
負

担
軽
減
に
は
、
働
く
環

境
の
男
女
差
を
解
消
す

る
支
援
体
制
の
充
実
が

重
要
。
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
向
上
と
「
男

性
版
産
休
」
の
行
動
に

移
し
た
働
き
か
け
の
見

解
は
。男

性
・
女
性
を
問

わ
ず
子
育
て
に
参
画
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
育
児
休
業
や

「
男
性
版
産
休
」
の
取

得
に
向
け
た
企
業
の
理

解
が
必
要
と
考
え
る
。

　

 

平
成
30
年
に

購
入
し
た
、
細
島
４
区

工
業
団
地
内
の
土
地
約

４
·
５
ha
の
う
ち
約
２

·
５
ha
が
残
っ
て
い
る
。

土
地
分
譲
の
取
り
組
み

は
。　

複
数
の
企
業
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
１
社
か
ら

正
式
な
買
い
取
り
の
申

し
出
が
あ
り
、
最
終
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
、

「
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
拡
大
実
行
戦

略
」
を
策
定
し
、
地
域

別
の
集
積
地
を
設
け
る

べ
き
と
し
て
い
る
。
本

市
の
検
討
状
況
は
。

農
水
産
品
に
つ
い

て
は
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
貨
物
量
の
調
査

を
し
な
が
ら
、
基
本
的

な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て

本
当
に
給
付
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
職
種
や
個

人
は
、
ど
の
よ
う
な

人
々
で
あ
る
と
把
握
し

て
い
る
か
。

飲
食
業
は
も
と
よ

り
、
移
動
制
限
な
ど
の

影
響
を
受
け
る
宿
泊
・

観
光
業
、
卸
売
・
小
売

業
、
農
林
水
産
業
、
医

療
・
福
祉
施
設
な
ど
に

お
い
て
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
再
認

識
し
た
。
個
人
に
つ
い

て
は
、
雇
用
の
調
整
を

迫
ら
れ
た
労
働
者
や
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活

困
窮
者
な
ど
低
所
得
者

に
対
す
る
生
活
支
援
や
、

精
神
面
へ
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
。

次
期
衆
議
院
選

挙
を
数
か
月
以
内
に
、

地
方
選
挙
を
２
年
後
に

控
え
て
い
る
が
、
近
年

の
投
票
率
の
低
下
は
目

を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。

起
死
回
生
の
対
策
が
あ

る
の
か
。

有
権
者
が
選
挙
や

政
治
に
興
味
関
心
を
持

ち
、
投
票
行
為
に
つ
な

が
る
よ
う
な
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
、
主
権
者

教
育
を
は
じ
め
と
し
た

啓
発
活
動
や
、
期
日
前

投
票
の
促
進
と
い
っ
た

投
票
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

投
票
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
投
票

し
た
市
民
に
本
市
に
あ

る
お
店(

ス
ー
パ
ー
以

外)

で
使
え
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
1
0
0
0
円

相
当
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
、
と
い
う
よ
う
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
て
は
ど
う
か
。
コ
ロ

ナ
禍
の
経
済
対
策
に
も

な
り
一
石
二
鳥
と
い
え

な
い
か
。

選
挙
権
の
行
使
は
、

有
権
者
が
自
ら
の
意
志

に
よ
っ
て
行
う
べ
き
も

の
で
あ
り
、
投
票
率
向

上
を
目
的
と
し
て
投
票

が
済
ん
だ
方
に
商
品
券

等
を
配
布
す
る
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
選
挙
管

理
委
員
会
が
主
導
的
に

行
う
こ
と
は
、
公
職
選

挙
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ

な
い
。

　

 

無
床
診
療
所

は
わ
ず
か
７
１
０
万
円

の
交
付
措
置
し
か
な
い
。

対
し
て
救
急
告
示
病
院

は
最
大
９
１
０
０
万
円

の
交
付
税
が
見
込
め
る

と
考
え
る
が
、
な
ぜ
不

利
な
無
床
診
療
所
に
拘

る
の
か
。

高
齢
化
が
進
む
東

郷
地
域
に
お
け
る
「
か

か
り
つ
け
医
療
機
関
」

と
し
て
、
医
師
の
安
定

的
確
保
と
定
着
を
図
り

な
が
ら
、
在
宅
医
療
や

疾
病
予
防
な
ど
地
域
に

根
差
し
た
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
無

床
診
療
所
と
し
て
、
運

営
を
継
続
す
る
こ
と
と

決
定
し
た
。

　

 

東
郷
病
院
の

在
り
方
検
討
委
員
会
、

整
備
検
討
委
員
会
は
、

第
三
者
委
員
会
と
し
て

の
中
立
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。
整
備
検

討
委
員
会
委
員
２
名
が

市
長
と
特
に
親
し
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
ど

う
か
。い

ず
れ
の
委
員
会

も
学
識
経
験
者
、
医

療
・
福
祉
関
係
者
、
市

民
代
表
、
地
元
関
係
団

体
代
表
、
公
募
委
員
と

広
く
人
選
を
行
っ
て
お

り
、
中
立
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ロ
シ
ア
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

人
間
７
名
に
感
染
し
た
。

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
発

生
す
る
可
能
性
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
る
。

無
床
診
療
所
で
は
何
も

対
応
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。

新
た
な
ウ
イ
ル
ス

が
発
生
し
た
場
合
に
は

ど
の
よ
う
な
医
療
機
関

に
お
い
て
も
、
危
機
意

識
を
持
ち
、
国
や
県
と

連
携
し
て
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

東
郷
病
院
が
診
療
所
に

な
っ
て
も
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
、

患
者
の
症
状
に
よ
り

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し

て
い
る
よ
う
に
、
担
う

役
割
は
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

給
付
支
援
が
必
要
な
職
種
や

個
人
は
ど
の
よ
う
な
人
々
か

次
期
選
挙
に
む
け
て

投
票
率
低
下
の
対
策
は

投
票
の
際
、商
品
券
等
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て
は

雇
用
を
生
む
企
業
誘
致
の

取
り
組
み
は

日
向
市
立
東
郷
病
院
、

今
後
の
運
営
の
在
り
方
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

市
の
体
制
は

働
く
環
境
の
男
女
差
の

解
消
へ
の
働
き
か
け
は
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選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長

※インセンティブ .....  人々の意思決定や行動を変化させるような要因

※
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日向市・東臼杵郡町村議会
議長連絡会議員研修会

どなたでも傍聴することができます。気軽にお越しください。

ひむか-Bizは、日向市のがんばる中
小企業や起業されるすべての人に光を
当て、より輝けるように応援する産業
支援施設です。開所４年目を迎え現在
は女性３名で運営しています。年々、
女性の起業相談も増えてきました。ス
タッフ全員で皆様の応援、サポートを
しています。と松田プロジェクトマ
ネージャーが話されていました。

今月の表紙
2021年(令和3年)5月で広報委員のメ

ンバーが代わります。2年間、市民の皆さ

んへ議会の動きをかわりやすく伝える努

力をしてきました。改善すべき点は次の

広報委員に託し、さらに良い誌面作りに

努めます。今後も「陽だまり」をよろしくお

願いします。(富井)

編集後記

市民情報室 / 市立図書館
          市民情報室 / 市立図書館
あいとぴあ / 福祉課 / 社会福祉協議会

音  訳

点  訳

「陽だまり」音訳・点訳の利用場所

音訳・点訳ひゅうが『虹の会』訳のご協力

「ひゅうが市議会だより 陽だまり」は、日向市が市民のみなさんにとって日の

当たる「陽だまり」のように明るく暖かいところになるように、この広報誌が

議会と市民のコミュニケーションの場になることを目指しています。

そのためにも「市民のみなさんのアクション」をお待ちしています。

議会開催日に庁舎４階の傍聴席までお越しください。
申し込みや受付も不要です。

議員と意見交換をしてみよう！

市議会に伝えてみよう！

おおむね５人を超える皆さんから要請があれば、
気軽に意見交換ができます。
日時等打ち合わせの上、議員が出向きます。

開会予定です。次回の定例会は

ご協力ありがとうございます

ご連絡やご質問はこちらまで！

日向市議会事務局
ホームページ

電　話

F A X

E-mail

所　在

日向市議会 検 索

0982-66-1035（議会事務局へ直通）
0982-52-8148（議会事務局専用）
gikai@hyugacity.jp
日向市役所本庁舎４階
（住所：日向市本町 10番 5号）

編
集
：
議
会
広
報
特
別
委
員
会

構
成
：
マ
ウ
ン
テ
ン
&
バ
レ
ー
／
印
刷
：（
有
）
第
一
印
刷

2021年
4月
26日

発
行

N
o.165

ひ
ゅ
う
が
市
議
会
だ
よ
り

市の行政に関する意見や要望があるときは、
市議会に対し請願や陳情をすることができます。

SNS をフォローしてみよう！「陽だまり」で議会をチェックしよう！
「ひゅうが市議会だより 陽だまり」は、分かりやすく読み
やすい「みんなに伝わる広報誌」を目指しています。
みなさんからのご意見もお待ちしております。

Instagramで最新の情報をお伝え
しています。こちらのネームタグを
読み込むか、＃hyugashigikaiを
アプリ内で検索してください。

市議会に行ってみよう！

は、市民のみなさんのアクションをお待ちしています！

音訳・点訳版は
こちらから

議 会 N E
W S

第2次日向市総合計画
後期基本計画 可決！

金6月4日

去る2月18日・19日の2日間、令和3年度から令

和6年度までの、日向市の進むべき方向性・重視す

べき施策・事業等について、臨時議会で、集中審議

しました。後期基本計画の新し

いキャッチフレーズは、「若者

と女性に選ばれるまち日向

市」です。

以下のような項目について日向市、門川町、美郷

町、諸塚村、椎葉村の議員で初めてのオンライン研

修を行いました。

Report

1、 地方議会の本質的な役割
2、 地方議会議員の役割と権限
3、 地方議会・議員の役割発揮の現実
4、 議会改革の必要性と方向性

[講 師]元全国都道府県議会議長会事務局次長 鵜沼 信二氏


